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あち子どもスポーツまつり 
　10月12日（日）に、第2小学校において、あち子

どもスポーツまつりが、村内の小学生と清内路

村の小学生合わせて84名と大阪体育大学の学生

を交えて行われました。 

　秋空の下、子どもたちは様々なスポーツを楽

しみました。 

あち子どもスポーツまつり 
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９
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、平
成　

年
度
の
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

１９

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が　

億
７
、７
６
４
万
円(  
３
・
９
％
増
）、
歳
出
は　

億
７
、７
８
７
万
円（
４
・

５６

５４

６
％
増
）、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
１
億
２
、６
８
９
万
円
の
黒
字
、
実

質
単
年
度
収
支
も
４
、３
５
９
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
柱
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、
村
債
の
元
利
償
還
金
へ
の
補
て
ん
の
減
少
や
、
合
併
２
年
目
と
な
り
、

特
別
交
付
税
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
比
１
億
４
万
円
減
の
約　

億
６
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま

２３

た
、
村
税
に
つ
い
て
は
、
税
制
改
革
に
伴
い
、
個
人
住
民
税
が
５
、７
０
０
万
円
増
え
た
も
の
の
、
景
気
の
減

速
で
法
人
村
民
税
が
約
２
千
万
円
減
額
と
な
り
、
全
体
で
、
約
３
千
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
歳
出
で
は
（
主
な
事
業
は
別
表
の
と
お
り
）、
普
通
建
設
事
業
費
が
約　

％
を
占
め
、
園
原
ビ
ジ
タ
ー

２０

セ
ン
タ
ー
、
阿
智
中
学
校
改
築
事
業
、
工
場
団
地
造
成
事
業
等
多
く
の
事
業
が
あ
り
、
前
年
比
３
億
９
千
万

円
、　

・
７
％
の
大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
比
２
億
５
千
万
円
、　

・
６

５３

２１

％
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
通
常
の
減
と
、
前
年
度
繰
上
償
還
が
２
億
円
余
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

物
件
費
に
つ
い
て
は
、
航
空
写
真
撮
影
、
七
久
里
工
場
団
地
の
関
連
等
新
た
な
事
業
に
よ
り
、
約
６
千
万
円
、

　

・
６
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

１１

一般会計決算（歳入）

増  減  額19年度歳入額項　　目

2,8167億8,244村 税

自　

主　

財　

源

2,5682億2,778繰 越 金

6,6232億5,746繰 入 金

2805,023分担金・負担金

▲ 1億1,5643億3,341そ の 他

72316億5,132計

▲ 1億4,04223億6,238地 方 交 付 税

依　

存　

財　

源

3億1,7509億3,440村 債

1,9102億0,974県 支 出 金

7,4683億2,784国 庫 支 出 金

▲ 6,4021億9,196そ の 他

2億0,68440億2,632計

2億1,40756億7,764合　　　　計

（単位：万円）

●●● 平成19年度　決算概要●●●

7億8,244村税の内訳

2億8,125村民税

3億9,464固定資産税

1,679軽自動車税

3,165たばこ税

5,811入湯税

（単位：万円）
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特別会計の歳入歳出決算

差引額歳　出歳　入会　　　計

3,2505億2,4035億5,653国保事業（事業勘定）

1166,6866,802国保事業（直診勘定）

4147億3,1467億3,560老 人 保 健 医 療

9355億2,5135億3,448村 営 水 道 事 業

01億0,9881億0,988温 泉 事 業

1,6213億7,2523億8,873下 水 道 事 業

5917,3027,893農 業 集 落 排 水 事 業

6195億6,5885億7,207介 護 保 険

（単位：万円）

一般会計決算（歳出・性質別）

増減額19年度歳出額項　　目

 1,3207億4,629人 件 費

義 
務 
的 
経 
費

経 
常 
的 
経 
費 

▲ 684億9,672うち職員等の給与

9151億9,142扶 助 費

▲ 2億5,0709億0,959公 債 費

▲ 2億2,83518億4,730小　　　　計

5,9705億7,520物 件 費

6752,491維 持 補 修 費

▲ 2,5955億8,970補 助 費 等

▲ 1億8,78530億3,711計

▲ 4,1943億9,428積 立 金

▲ 1,5955出 資 金

▲ 1200貸 出 金

7,6777億9,718繰 出 金

3億8,99611億1,585普 通 建 設 事 業 費投
資
的
経
費

2,2291億3,340災 害 復 旧 事 業 費

4億1,22512億4,925計

2億4,20854億7,787合　　　　計

（単位：万円）

総
務
費 

公
債
費 

民
生
費 

土
木
費 

衛
生
費 

教
育
費 

商
工
費 

消
防
費 

そ
の
他 

19年度 
18年度 

0

2

4

6

8

10

12

14
億円 

一般会計決算（歳出・目的別）

●●● 平成19年度　決算概要●●●
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産
業
振
興

○
七
久
里
工
業
団
地
造
成
事
業（
一
億
九
、

四
二
一
万
円
）

○
治
部
坂
別
荘
内
道
路
改
良
工
事
（
一
、

二
三
九
万
円
）

○
昼
神
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
（
一
、

四
四
七
万
円
）

○
昼
神
温
泉
掘
削
、
配
湯
設
備
工
事
（
七
、

九
六
九
万
円
）

○
園
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

（
一
億
二
、〇
二
三
万
円
）

○
産
業
振
興
補
助
金
（
三
、三
一
九
万
円
）

○
誘
客
特
別
対
策
事
業（
三
、〇
〇
〇
万
円
）

子
育
て
支
援
・
若
者
定
住
・
学
校
教
育

○
図
書
館
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業

（
三
、二
二
四
万
円
）

○
浪
合
通
年
合
宿
セ
ン
タ
ー
入
浴
施
設
工

事
（
一
、〇
四
五
万
円
）

○
第
二
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事（
四
、八

〇
九
万
円
）

○
阿
智
中
学
校
改
築
工
事
設
計
委
託（
一
、

五
〇
六
万
円
）

○
阿
智
中
学
校
用
地
購
入（
六
、五
八
三
万
円
）

○
若
者
定
住
促
進
住
宅
新
増
改
築
等
支
援

金
（
二
、九
三
七
万
円
）

　

若
者
が
村
へ
定
住
す
る
た
め
の
支
援
と

し
て
、
新
築
十
八
件
、
用
地
取
得
九
件
、

増
改
築
六
件
、
空
き
屋
取
得
一
件
に
助

成
を
行
い
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り

○
介
護
予
防
・
生
活
支
援
事
業（
一
、四
二

七
万
円
）

○
プ
ー
ル
運
営
補
助
金（
一
、五
〇
〇
万
円
）

○
水
中
運
動
教
室
（
九
一
二
万
円
）

農
林
業

○
中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
業（
一
、四
一

六
万
円
）

生
活
環
境
整
備

○
村
道
改
良
舗
装
事
業（
一
億
六
、二
八
八

万
円
）

　

改
良
工
事
（
五
箇
所
）

　

舗
装
工
事
（
三
箇
所
）

○
配
水
管
布
設
工
事（
二
、一
七
四
万
円
）

七
久
里
工
業
団
地
へ
の
水
道
配
水
管
の

布
設

○
下
水
道
管
渠
布
設
工
事（
八
、〇
〇
〇
万

円
）

七
久
里
工
業
団
地
、
第
二
小
学
校
ま
で

の
下
水
道
管
の
布
設

○
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助（
一
、六
一
三
万

円
）

○
消
防
車
輌
整
備
事
業（
三
、四
四
八
万

円
）

○
分
譲
住
宅
造
成
事
業（
一
、八
四
二
万

円
）

そ
の
他

○
航
空
写
真
撮
影
事
業（
一
、〇
四
〇
万

円
）

○
特
養
阿
智
荘
改
修
工
事（
四
、八
〇
七
万

円
）

○
災
害
復
旧
事
業（
一
億
二
、四
九
〇
万

円
）

　

農
地
災
害　
　
（
十
五
箇
所
）

　

公
共
土
木
災
害　
（
九
箇
所
）

○
簡
易
水
道
事
業
の
起
債
の
繰
上
償
還（
二

億
六
、九
五
九
万
円
）

　

高
金
利
の
起
債
の
繰
上
償
還

●●● 平成19年度　決算概要●●●

阿智中学校建設予定地

七久里工業団地
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数字でみる財政事情
⑥将来負担比率⑤連結実質

　赤字比率④実質赤字比率③実質公債費
　比　　　率②経常収支比率①財政力指数

将来負担すべき
実質的な
負債の割合

全会計の
赤字の比率

一般会計等の
赤字の比率

借金返済金の
割合

自由に使えない
資金

自前の
財政指数

３５０％以上
要注意

２０％以上
要注意

１５％以上
要注意

１８％以下が
望ましい

７０～８０％が
適正

1に近いほど
余裕

29.5－－16.0 85.4 0.257 阿　智　村
19年度

16.0 78.9 0.246 阿　智　村
18年度

18.7 79.8 0.222 下伊那平均
（H18）

17.7 82.5 0.406 長野県平均
（H18）

①【財政力指数】
地方公共団体の財政基盤の強弱を示す指数で、「１」に近く、あるいは「１」を超えるほど、財政に余裕が
ある。

②【経常収支比率】
財政構造の弾力性を示す数値。使い道が自由な経常一般財源から毎年必ず支払う経常経費に充てられる割
合をいう。比率が低い方が自由に使える資金が多い。

③【実質公債費比率】
全会計が負担する元利償還金、準元利償還金の（※1）標準財政規模に対する割合。１８％以上が要注意。２５％
以上になると（※2）早期健全化基準の該当になる。

④【実質赤字比率】
今年度から導入された新しい財政指標。一般会計等を対象にした実質赤字の標準財政規模に対する比率。
１５％以上になると早期健全化基準の該当になる。

⑤【連結実質赤字比率】
今年度から導入された新しい財政指標。全会計を対象にした実質赤字（又は資金の不足額）の標準財政規
模に対する比率。２０％以上になると早期健全化基準の該当になる。

⑥【将来負担比率】
今年度から導入された新しい財政指標。一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対す
る比率。３５０％以上になると早期健全化基準の該当になる。

（※1）標準財政規模
地方公共団体が標準的な状態で収入できるであろう経常一般財源（毎年度継続的に収入される使い道に制
限のない収入）の規模を示すもの

（※2）早期健全化基準
財政健全化に関する法律が施行されたことに伴い、いずれかの指標が基準以上の場合には、財政健全化計
画を定めなければならない。

●●● 平成19年度　決算概要●●●

財
政
健
全
化
法
に
つ
い
て

　

昨
年
成
立
し
た
自
治
体
財
政
健
全
化
法
に

よ
っ
て
、
全
自
治
体
が
毎
年
度
、
財
政
状
況
を

４
つ
の
指
標
で
測
っ
て
公
表
す
る
よ
う
に
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
表
の
③
〜
⑥
の
指
標
の
結

果
に
よ
っ
て
、「
健
全
」「
早
期
健
全
化
」「
再
生
」

の
３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
い
い
か
え
れ
ば
、

青
信
号
、
黄
信
号
、
赤
信
号
に
な
り
ま
す
。
阿

智
村
は
ど
の
指
標
も
基
準
以
下
で
あ
り
、
す
べ

て
「
健
全
」
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

会計別の基金・村債残高　　

村債残高（借金）基金残高（貯金）会  計  区  分

63億6,702 31億9,968 一 般 会 計

3,037 1億3,750 国 民 健 康 保 険 会 計

10億1,368 7,689 水 道 事 業 会 計

－2,862 温 泉 事 業 会 計

25億8,938 3億3,735 下 水 道 事 業 会 計

4億8,383 272 農 業 集 落 排 水 事 業

－906 介 護 保 険 会 計

104億8,428 37億9,182 合 計

（19年度末現在）
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おしらせ 
　

十
月
一
日
よ
り
国
民
健
康
保
険
の
保
険

証
が
、
一
般
の
方
は
空
色
に
、
退
職
者
方

は
桃
色
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
部
を

除
き
既
に
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
今

ま
で
お
使
い
の
保
険
証
と
差
し
替
え
頂
き
、

記
載
事
項
に
誤
り
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
古
い
保
険
証
は
間
違
い
を
防

ぐ
た
め
に
各
ご
家
庭
で
破
棄
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

学
生
の
方
や
、
遠
隔
地
勤
務
等
の
理
由

に
よ
り
保
険
証
を
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
、

早
め
に
届
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
機
関
を
受
診
の
際
は
、
必

ず
新
し
い
保
険
証
を
窓
口
で
提
示
し
て
受

診
し
て
下
さ
い
。

　

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
や
薬
局
で

薬
を
処
方
し
て
頂
く
際
、
一
ヵ
月
に
一
回

は
必
ず
保
険
証
の
提
示
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
（
保
険
証
）

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
、
受

診
し
た
お
医
者
さ
ん
、
薬
局
に
連
絡
を
し

ま
し
ょ
う
。
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
を
取
得
す
る
方
、
喪
失
す
る

方
は
役
場
民
生
課
に
も
届
け
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

役
場
民
生
課

　

�
〇
二
六
五－

四
三－

二
二
二
〇

国
民
健
康
保
険
の

保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
し
た

　

国
民
健
康
保
険
税
が
長
期
に
渡
り
未

納
の
世
帯
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
短
期

被
保
険
者
証
」
又
は
「
資
格
証
明
書
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。「
短
期
被
保
険
者

証
」
は
有
効
期
限
の
短
い
保
険
証
で
、

更
新
の
手
続
き
が
多
く
な
り
ま
す
。「
資

格
者
証
明
書
」
は
医
療
費
を
い
っ
た
ん

全
額
自
己
負
担
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

担
当
者
か
ら
の

お
願
い
で
す

『
障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
面
接
会
』

開
催
の
お
知
ら
せ

　

飯
田
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
飯
田
市
・

下
伊
那
郡
の
企
業
と
障
害
を
お
持
ち
の
方

と
の
就
職
面
接
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
様
、
就
職
を
希
望
さ
れ
る

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆
開
催
日
時

　

平
成
二
十
年
十
一
月
四
日
�

　

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十
分
ま
で

☆
開
催
場
所

　

長
野
県
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

3
階　

第
3
・
4
研
修
会

　
（
飯
田
市
東
栄
町
三
一
〇
八－

一
）

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
や
、
詳
細
に
つ

い
て
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田
（
飯
田
公
共

職
業
安
定
所
）
�
番
窓
口
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
〇
二
六
五－

二
四－

八
六
〇
九

あ
な
た
を
必
要
と
し
て

い
る
こ
ど
も
が
い
ま
す

〜
里
親
募
集
〜

　

親
の
病
気
、
家
出
、
離
婚
、
そ
の
他
い

ろ
い
ろ
な
事
情
に
よ
り
家
庭
で
生
活
で
き

な
い
子
ど
も
が
い
ま
す
。

　

里
親
は
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
、

自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
て
養
育
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　

里
親
制
度
は
児
童
福
祉
法
に
基
づ
い
て
、

里
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
方
に
子
ど

も
の
養
育
を
お
願
い
す
る
制
度
で
す
。

　

子
ど
も
の
養
育
費
は
公
費
が
支
給
さ
れ
、

扶
養
控
除
の
対
象
に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い

る
子
ど
も
を
週
末
や
正
月
な
ど
に
受
け
入

れ
、
家
庭
で
生
活
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
県
庁
こ
ど
も
・
家
庭
福
祉

課（
電
話
〇
二
六－

二
三
五－

七
〇
九
九
）

ま
た
は
飯
田
児
童
相
談
所
（
電
話
〇
二
六

五－

二
五－

八
三
〇
〇
）
へ
お
願
い
し
ま

す
。
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　介護サービスは現物給付と償還払いの2つの種類があります。

　現物給付とは、サービス費の1割をご負担いただくものです。

　償還払いとは、始めにかかった費用の全額をお支払いいただき、後日かかった費用の9割

をお返しするものです。

　介護サービスの種類はたくさんありますので、多く利用されているサービスの一部をご紹

介します。

通所介護施設で、食事や入浴などの支援を日帰りで行います。通所介護（デイサービス）在
宅
サ
ー
ビ
ス
（
現
物
給
付
）

ホームヘルパーが居宅を訪問し、入浴や排泄、食事などの身体

介護を行います。
訪問介護（ホームヘルプ）

歩行器や車イス、ベッドなどの福祉用具を借りることができま

す。ただし、介護度により借りられる品目に制限があります。
福 祉 用 具 貸 与

福祉施設や医療施設に短期間入所して、日常生活上の支援や機

能訓練などを行います。
シ ョ ー ト ス テ イ

常時介護が必要で、居宅での生活が困難な方が入所します。
介 護 老 人 福 祉 施 設

（特別養護老人ホーム）

　
 
（
現
物
給
付
）

施
設
サ
ー
ビ
ス

在宅復帰ができるよう、リハビリテーションを中心としたケア

を行います。
介 護 老 人 保 健 施 設

入浴や排泄などに使用する福祉用具が対象となります。

（シャワーいすやポータブルトイレなど）
特 定 福 祉 用 具 販 売償

還
払
い

手すりの取り付けや段差の解消などが対象となります。ただし、

改修費20万円を上限とします。
住 宅 改 修

　サービスを利用するには、ケアマネジャーによるケアプランの作成が必要です。

ケアマネジャー（介護支援専門員）とは？
　介護の知識を幅広く持った専門家で、介護サービスの利用にあたって次のような役割を担って

います。

　◎介護を必要とする方や家族の相談に応じたりアドバイスをします。

　◎どのようなサービスがあるか情報提供します。

　◎どんなサービスを使うと良いかなどを考え、計画を作成します。

　サービスを利用するためには、手続きが必要です。詳しくは民生課介護保険担当（℡43－2220）ま

たは自立生活支援センター（℡45－1140）までお問い合わせください。次回は、介護保険の財政のし

くみをお知らせする予定です。
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おしらせ 
一
、
調
査
結
果
対
象
・
教
科

○
小
学
校
六
年
（
村
内
四
校
八
十
三
人
）

　

国
語　

算
数

○
中
学
校
三
年
（
村
内
二
校
七
十
九
人
）

　

国
語　

数
学

○
調
査
問
題
の
主
眼

　

Ａ　

主
と
し
て
基
礎
知
識
の
定
着
状
況

　

Ｂ　

主
と
し
て
知
識
の
活
用
と
発
展
的

課
題
へ
の
対
応
力

二
、
結
果
の
概
要

《
小
学
校
》

【
国
語
】
基
礎
的
知
識
の
定
着
を
み
る
分

野
（
以
下
Ａ
分
野
）
で
は
、
全
国
の
平
均

正
答
率
約
六
十
五
％
に
対
し
て
、
本
村
は

こ
れ
を
若
干
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
知
識
を

活
用
し
て
、
さ
ら
に
発
展
し
た
学
力
を
み

る
分
野
（
以
下
Ｂ
分
野
）
で
は
、
全
国
平

均
・
本
村
平
均
と
も
に
約
五
十
％
で
あ
る
。

基
礎
的
知
識
は
概
ね
定
着
し
て
い
る
が
、

も
う
少
し
粘
り
強
く
思
考
し
理
解
す
る
態

度
を
養
い
、
発
展
力
を
身
に
つ
け
た
い
。

【
算
数
】
Ａ
分
野
で
は
、
全
国
平
均
約
七

十
二
％
、
本
村
は
こ
れ
を
若
干
上
ま
わ
っ

て
い
る
。
Ｂ
分
野
で
は
全
国
平
均
約
五
十

二
％
、本
村
で
は
こ
れ
を
約
一
％
上
ま
わ
っ

て
い
る
。
算
数
の
発
展
応
用
分
野
が
全
国
・

本
村
と
も
に
、
基
本
に
く
ら
べ
て
二
十
％

も
下
ま
わ
っ
て
い
る
の
は
、
以
前
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
若
者
の
「
理
数
離
れ
」
の

芽
が
現
れ
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
全
国
的
に
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

《
中
学
校
》

【
国
語
】
Ａ
分
野
で
は
、
全
国
平
均
約
七

十
三
％
、
本
村
も
ほ
ぼ
同
程
度
。
Ｂ
分
野

で
は
、
全
国
平
均
六
十
一
％
、
本
村
で
は

こ
れ
を
少
し
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
昨
年
度

課
題
の
み
ら
れ
た
言
語
活
動
（
話
す
・
聞

く
・
読
む
・
書
く
）
領
域
で
向
上
が
み
ら

れ
た
が
、
文
章
記
述
表
現
の
領
域
は
ま
だ

十
分
と
は
言
え
な
い
。

【
数
学
】
Ａ
分
野
で
は
、
全
国
平
均
約
六

十
一
％
、
本
村
は
こ
れ
を
若
干
上
ま
わ
っ

て
い
る
。
Ｂ
分
野
で
は
全
国
平
均
約
四
十

九
％
、
本
村
は
五
十
％
台
で
全
国
を
一
定

程
度
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
特
に
「
数
学
的

表
現
・
処
理
」
領
域
で
は
全
国
平
均
約
六

十
三
％
に
対
し
、
本
村
は
七
十
％
と
よ
い

結
果
が
み
ら
れ
た
。「
数
学
的
思
考
力
」

は
全
国
・
本
村
と
も
に
五
十
％
を
下
ま

わ
っ
て
お
り
、
す
ぐ
に
あ
き
ら
め
な
い
粘

り
強
い
態
度
が
求
め
ら
れ
る
。

三
、
考　

察

○
本
村
小
中
学
校
生
徒
の
国
語
・
算
数

（
数
学
）
の
学
力
は
Ａ
Ｂ
そ
れ
ぞ
れ
い

く
つ
か
の
分
野
で
全
国
平
均
と
同
程
度
、

ま
た
、
多
く
の
分
野
で
こ
れ
を
若
干
上

ま
わ
っ
て
い
る
。
日
頃
家
庭
や
学
校
で

「
学
習
を
大
切
な
も
の
」
と
し
て
ま
じ

め
に
取
り
組
ん
で
き
た
態
度
の
あ
ら
わ

れ
で
あ
り
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

○
た
だ
し
、
こ
の
調
査
は
我
が
国
の
小
中

学
生
が
身
に
つ
け
る
べ
き
学
力
の
全
国

的
状
況
を
み
る
と
と
も
に
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
が
自
分
の
現
在
の
学
習
、
学
力

状
況
を
客
観
的
に
知
る
機
会
で
あ
っ
て
、

他
と
の
比
較
が
目
的
で
は
な
い
。
正
答

率
分
布
を
み
る
と
、
昨
年
よ
り
上
位
と

下
位
の
二
極
化
は
薄
く
な
っ
て
い
る
が
、

ま
だ
か
な
り
の
バ
ラ
つ
き
広
が
り
が
み

ら
れ
る
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
自
分
の
結

果
に
つ
い
て
先
生
と
の
懇
談
を
と
お
し

て
、
こ
れ
か
ら
力
を
入
れ
る
べ
き
学
習

目
標
を
し
っ
か
り
築
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

○
本
村
生
徒
は
身
に
つ
け
る
べ
き
基
礎
的

知
識
は
概
ね
定
着
し
て
い
る
と
言
え
る

が
、
活
用
力
は
ま
だ
十
分
と
は
言
え
な

い
。
読
書
を
一
層
心
が
け
る
と
と
も
に
、

家
事
家
業
を
手
伝
っ
た
り
、
親
と
談
話

し
た
り
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
報
道
を
と

お
し
て
社
会
情
勢
に
さ
ら
に
関
心
を
払

う
な
ど
、「
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
」
だ
け

で
な
く
、「
生
活
」
を
大
切
に
し
て
ほ

し
い
。

○「
学
習
生
活
調
査
」を
み
る
と
、
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
メ
ー
ル

の
時
間
が
学
習
時
間
よ
り
多
い
傾
向
が

う
か
が
え
る
。
生
活
の
中
に
、
読
書
や

学
習
の
時
間
を
し
っ
か
り
と
位
置
づ
け

そ
の
日
の
気
分
ま
か
せ
に
な
ら
な
い
、

前
向
き
で
健
全
な
生
活
習
慣
を
確
立
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

本
年
四
月
二
十
二
日
実
施
さ
れ
た
、「
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査（
学
力
テ
ス

ト
）」
に
つ
い
て
、
本
村
生
徒
の
結
果
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。
昨
年
度
の
問

題
よ
り
も
、
や
や
難
度
が
高
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
平
均
正
答
率
は
全
国
・
本

村
と
も
に
昨
年
よ
り
少
し
下
が
り
ま
し
た
が
、
本
村
の
正
答
率
は
、
国
語
、
算

数
（
数
学
）
の
多
く
の
分
野
で
全
国
平
均
を
少
し
上
ま
わ
り
ま
し
た
。
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子
ど
も
が
健
全
に
育
つ
た
め
に
は
、
発

達
に
あ
わ
せ
た
関
わ
り
方
と
環
境
作
り
が

大
切
で
す
。
子
育
て
支
援
部
会
で
は
、
第

5
次
総
合
計
画
を
進
め
て
い
く
に
当
た
り

保
護
者
を
始
め
と
す
る
家
族
の
子
ど
も
へ

の
関
わ
り
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
願
う

中
で
、
子
育
て
支
援
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
「
早
寝　

早
起
き　

朝
ご
は
ん
」
と

し
ま
し
た
。

　

近
年
子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
や

朝
食
抜
き
と
い
っ
た
生
活
に
危
機
感
を
募

ら
せ
、全
国
的
に
運
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、

各
地
域
で
も
様
々
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
生
活
の
基
本
と
も
言
え
る
「
早

寝　

早
起
き　

朝
ご
は
ん
」
を
、
保
護
者

や
家
族
、
地
域
の
大
人
が
意
識
し
て
取
り

組
む
こ
と
で
、
子
ど
も
の
生
活
環
境
が
整

い
、
子
ど
も
の
健
全
な
発
達
に
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
望
ま
し
い
生
活
を
皆

さ
ん
に
知
っ
て
頂
く
た
め
に
、
今
回
か
ら

子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
に
関
す
る
情
報
を

掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
最
初
は
「
眠
り
」

に
つ
い
て
で
す
。

一人で悩まないで
子どもの発達・発育、しつけ、育児、学校のことなど、

子どもに関するいろいろな悩みをご相談ください。

子育て支援室　TEL45－1232
専門員が相談に応じます。また、専門機関への紹介も

します。

秘密は守ります。
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おしらせ 

新農業委員名簿及び担当地区分担表

電話番号出身部落名担当地区名  （　）内は補助担当地区名氏　　名役  職

４３－２１８１西 栗 矢西栗矢　東栗矢園 原 一 典会 長

４３－２４６５奥 藤奥藤　大野　中野原　 紘 一会長代理

４３－３４８３丸 山丸山  備中原橋 本 誠 久委 員

４３－３３１７寺 尾寺尾　洞　原の平石 原 朝 男委 員

４３－３１４０砂 田砂田  木戸脇  馬場  伝馬町山 田 芳 男委 員

４３－２２０３中 関 下中関下　中関上内 田 浩 司委 員

４４－２１０５濃 間濃間　中央　戸沢　園原　横川渋 谷 章 行委 員

４３－２９４７知 久 保知久保　七久里　竪町　下西原　 直 助委 員

４３－２８４５大 鹿青見平　日の入熊 谷 智 徳委 員

４７－２０４５下 半 堀
恩田　荒谷　宮の原　宮本　治部坂
下半堀　中下町　浪合上町　上半堀

後 藤　 等委 員

４３－３５７６上 郷上郷　大鹿高 間 昭 司委 員

４３－２１４２知 久 保（知久保）（七久里）（竪町）（下西）佐 藤 正 子委 員

４３－３６５９下 郷下郷　古料井原末喜子委 員

４３－２７１４曽 山曽山　全下町　全上町　市の沢　大橋下 原 広 人委 員

４３－３３４６西 栗 矢（西栗矢）（東栗矢）井 原　 顯委 員

４３－２５８１下 平下平　大沢　中平　伏谷　昼神石 原 勝 夫委 員

　

新
農
業
委
員
会
の
体
制

　

平
成
二
十
年
七
月
二
十
日
か
ら
三
年

間
、
農
業
委
員
と
し
て
阿
智
村
の
農
業
振

興
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
十
六
名
の

方
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
の
互
選
に
よ
り
、
会
長

に
園
原
一
典
さ
ん
、
会
長
代
理
に
原
紘
一

さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
々
増
加
す
る
耕
作
放
棄
地
の
実
態
調

　

森
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
、
あ
な
た
の
山

の
木
々
は
、今
元
気
に
育
っ
て
い
ま
す
か
？

　

森
林
を
守
り
育
て
て
い
く
た
め
に
は
、

間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

長
野
県
で
は
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
五

カ
年
間
に
、
森
林
づ
く
り
県
民
税
（
略

称：

森
林
税
）
を
導
入
し
て
、
皆
さ
ん
の

身
近
に
あ
る
里
山
を
中
心
と
し
た
森
林
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
目
標

面
積
は
、
長
野
県
に
お
い
て
年
平
均
で
二

　

遊
休
農
地
に
つ
い
て

　

現
在
担
い
手
不
足
や
高
齢
化
な
ど
か
ら

耕
作
放
棄
地
や
不
作
付
地
な
ど
の
遊
休
農

地
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

遊
休
農
地
は
、
単
に
雑
草
の
繁
茂
や
病

害
虫
や
鳥
獣
害
の
発
生
、
農
地
の
利
用
集

積
の
阻
害
と
い
っ
た
農
業
現
場
で
の
問
題

を
引
き
起
こ
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
広

く
国
民
の
食
糧
自
給
率
の
向
上
と
い
う
観

点
か
ら
も
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

遊
休
農
地
等
を
借
り
た
い
方
は
、
地
区

担
当
農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

森
林
造
成
推
進
事
業
を

実
施
し
ま
し
ょ
う

査
を
行
っ
て
、
そ
れ
を
解
消
す
る
農
業
施

策
の
あ
り
方
が
大
き
な
業
務
と
な
る
中
、

新
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

農
地
の
売
買
や
貸
借
等
に
関
す
る
ご
相

談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
担
当
地
区
の
農
業

委
員
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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１反歩当り（１０アール）《間伐の事業費等一覧表》

実施条件として
面積１反歩以上自己負担額

（Ａ－Ｂ－Ｃ）

村補助金　補助
残の1／3以内
（Ｃ）

国県補助金
補助率70％
（Ｂ）

事業費
〈標準〉
（Ａ）

事業区分

対象林齢

林齢11～35年生まで約3,000円約1,500円約10,000円約14,500円
流域育成林整備
　間伐（玉切なし）

林齢36～60年生まで約3,000円約1,500円約10,000円約14,500円
里山エリア再生交付金
　切り捨て間伐（玉切なし）

林齢36～60年生まで約8,000円約4,000円約25,000円約37,000円
里山エリア再生交付
　搬出間伐（道路沿い）

玉切なし…間伐材を切り倒したままにしておくこと。　　玉切あり…切り倒した間伐材を一定の長さに切ること。

※この他に、間伐（玉切あり）・除伐・枝打ち・植栽も事業に該当します。

※搬出された間伐材は、木材の売買により収入につながる場合があります。

※表内の金額は、あくまでも標準ですので、森林の状態により変動する場合があります。

※村補助金の財源には、森林税の一部が充当されます。

※事業を実施される場合など、詳しい内容につきましては、飯伊森林組合　阿智支所までお尋ね下さい。　（電話43-2107）

　

労
働
保
険
と
は
、
雇
用
保
険
と
労
災
保

険
（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
）
の
総
称
で

あ
り
、
農
林
水
産
の
事
業
の
一
部
を
除
い

て
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る

場
合
は
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
国
の
保
険
制
度
で
、
従
業
員
が
失
業
し

た
場
合
の
生
活
の
安
定
を
図
る
失
業
給
付

や
、
業
務
上
や
通
勤
途
上
の
災
害
に
対
し

て
の
必
要
な
給
付
を
行
う
な
ど
の
制
度
で

す
。

　

制
度
を
十
分
認
識
し
て
い
な
い
こ
と
等

に
よ
り
、
零
細
事
業
を
中
心
と
し
て
未
手

続
事
業
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

加
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
早
急
に
手

続
き
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

●
労
働
保
険
加
入
に
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　

お
問
い
合
わ
せ
先

飯
田
労
働
基
準
監
督
署 
第
二
課
労
災
係

　

�
〇
二
六
五－

二
二－

二
六
三
五

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田 
雇
用
保
険
課
適
用
係

　

�
〇
二
六
五－
二
四－

八
六
〇
九

十
月
は
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
で
す

労
働
者
が
一
人
で
も

事
業
主
は
加
入
義
務
が
あ
り
ま
す

勤
労
感
謝
の
日
に
向
け
た

「
労
働
ト
ラ
ブ
ル　

番
」

１１０
実
施
要
領

事
業
名
称　

労
働
ト
ラ
ブ
ル　

番
１１０

　
　

〜
未
払
い
賃
金
・

　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
残
業
を
許
す
な
〜

主　

催　

長
野
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
　
（
会
長　

木
下
伸
二
）

長
野
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　
（
会
長　

川
村
和
康
）

日　

時　

平
成
二
十
年
十
一
月
六
日
�

　

午
後
五
時
〜
午
後
八
時
及
び

平
成
二
十
年
十
一
月
十
三
日
�

　

午
後
五
時
〜
午
後
八
時

実
施
方
法　

電
話
に
よ
る
相
談

　
　
　
　
　
（
相
談
料
無
料
、
予
約
不
要
）

専
用
電
話
番
号　

〇
二
六－

二
三
二－

七
四
九
九

相
談
員　

労
働
問
題
に
詳
し
い
県
内
の
司

法
書
士

相
談
例

・
時
間
外
手
当
て
を
支
払
っ
て
も
ら
え
な
い
。

・
賃
金
が
三
ヶ
月
も
支
払
わ
れ
て
い
な
い
。

・
営
業
の
ノ
ル
マ
が
達
成
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
し
て
罰
金
の

支
払
い
を
強
要
さ
れ
た
。

・
会
社
か
ら
金
を
借
り
た
旨
の
契
約
を
強

要
さ
れ
、
支
払
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

万
二
千
六
百
八
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
阿

智
村
に
お
き
ま
し
て
は
、

平
成
二
十
年
度
か
ら
五

カ
年
間
、
年
平
均
で
二

百
八
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
間
伐
を
目
標
値
と
し

て
進
め
て
参
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
平
成
十
九

年
度
は
多
く
の
森
林
所

有
者
の
方
々
が
こ
の
森

林
造
成
推
進
事
業
を
活

用
さ
れ
て
、
百
六
十
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
施
業
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

健
全
な
美
し
い
森
林

が
未
来
へ
つ
な
が
っ
て

い
く
よ
う
に
、
ま
た
地

球
温
暖
化
を
防
止
す
る

う
え
で
も
、
森
林
所
有

者
の
皆
様
の
積
極
的
な

制
度
の
ご
活
用
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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おしらせ 
 

未未
来来
へへ
つつ
なな
ぐぐ

ああ
なな
たた
のの
一一
票票

　
　

阿
智
村
議
会
議
員
一
般
選
挙 

　

平
成
二
十
年
十
一
月
三
十
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
村
議
会
議
員
の
一
般
選

(

挙
が
、次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。 

村
議

会
議
員
の
任
期
は
四
年
で
、
任
期
満
了
の

)

三
十
日
以
内
に
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。 

※
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ
る
場
合

に
は
、日
程
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
打
合
せ

　

立
候
補
さ
れ
る
予
定
の
方
、
ま
た
は
そ

の
代
理
の
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

十
月
三
十
一
日
�
午
後
一
時
三
十
分
〜

場
所：

阿
智
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館
ホ
ー
ル

届
出
書
類
事
前
審
査

十
一
月
十
日
�
午
後
一
時
三
十
分
〜

場
所：

阿
智
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館
ホ
ー
ル

告
示（
立
候
補
届
出
）

十
一
月
十
一
日
�

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

場
所：

阿
智
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館
ホ
ー
ル

期
日
前
投
票

　

投
票
当
日
、
仕
事
な
ど
の
都
合
で
不
在

に
な
る
方
は
、期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

十
一
月
十
二
日
�
〜
十
五
日
�

場
所：

阿
智
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館
一
階

会
議
室

時
間：

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
八
時

投
開
票

　

投
票：

十
一
月
十
六
日
�

�

(

午
前
七
時
〜
八
時 

第
一
・

)

二
投
票
所 

�

(

午
前
七
時
〜
七
時 
第
三
・
四
・
五
・

)

六
・
七
・
八
・
九
投
票
所 

�

(

午
前
七
時
〜
六
時 
第
十
・
十
一
・

)

十
三
・
十
四
・
十
五
投
票
所 

�

(
)

午
前
七
時
〜
五
時 
第
十
二
投
票
所 

　

開
票：

十
一
月
十
六
日
�

　

�
午
後
八
時
四
十
五
分
頃
か
ら

　

場
所：

阿
智
村
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

議
員
定
数

　

今
回
の
選
挙
よ
り
、
阿
智
選
挙
区
は
現

行
の
十
四
人
か
ら
二
人
削
減
さ
れ
十
二
人

と
な
り
ま
す
。

　

阿
智
選
挙
区　
　

十
二
人(

)

　

浪
合
選
挙
区　
　
　

二
人 
合
併
特
例 

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
が
い
者
手
帳
、
ま
た
は
介
護
保

険
法
上
の
要
介
護
者
で
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
方
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票.

が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
あ
ら
か
じ
め 

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

お
問
合
わ
せ
先

　

阿
智
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

電
話
四
三－

二
二
二
〇

●
裁
判
員
制
度
っ
て
何
？　

な
ぜ
導
入
さ

れ
る
の
？

　

裁
判
員
制
度
と
は
、
国
民
の
み
な
さ
ん

に
裁
判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
裁

判
官
と
一
緒
に
決
め
て
も
ら
う
制
度
で
す

（
陪
審
員
と
違
う
点
は
、
刑
の
内
容
に
つ

い
て
も
裁
判
官
と
と
も
に
決
定
す
る
こ
と

で
す
。）。
法
律
の
専
門
家
で
は
な
い
国
民

の
み
な
さ
ん
が
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
が
身
近
で
分

か
り
や
す
い
も
の
と
な
り
、
国
民
の
み
な

さ
ん
の
司
法
に
対
す
る
理
解
や
信
頼
が
深

ま
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
裁
判
員
に
選
任
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ

　

裁
判
員

候
補
者
名

簿
は
、
有

権
者
の
中

か
ら
年
に

一
度
抽
選

に
よ
り
作

成
さ
れ
、

名
簿
に
登

載
さ
れ
た

方
は
、
裁

判
所
か
ら
そ
の
旨
の
通
知
が
届
き
ま
す
。
こ

の
名
簿
か
ら
裁
判
員
候
補
者
が
事
件
ご
と

に
選
出
さ
れ
（
現
段
階
で
は
、
五
十
人
〜

百
人
程
度
。）
指
定
さ
れ
た
日
時
に
裁
判

所
へ
行
き
、
裁
判
官
と
面
接
を
し
た
上
で

裁
判
員
が
決
定
す
る
の
で
す
（
一
事
件
に

つ
き
、
通
常
六
人
を
選
出
）。

●
裁
判
員
は
辞
退
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
？

　

裁
判
員
は
、
原
則
と
し
て
辞
退
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
方
は

裁
判
所
に
申
し
出
を
し
て
！　

認
め
ら
れ

れ
ば
辞
退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
年
齢
が
七
十
歳
以
上
の
方

★
過
去
五
年
以
内
に
裁
判
員
、
検
察
審
査

員
等
を
務
め
た
こ
と
が
あ
る
方

★
過
去
一
年
似
内
に
裁
判
員
候
補
者
と
し

て
面
接
に
出
席
し
た
方

★
一
定
の
や
む
を
得
な
い
理
由
で
裁
判
所

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方

※「
や
む
を
得
な
い
理
由
」と
は
、
例
え
ば

　

重
い
病
気
や
け
が
の
方
、
同
居
の
親

族
の
介
護
・
養
育
が
あ
る
方
、
事
業
に

著
し
い
損
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る

方
、
父
母
の
葬
式
が
あ
る
方
、
子
供
の

裁
判
員
選
任 

 

裁
判
官
と
の
面
接 

　
　
裁
判
所
へ
出
頭 

裁
判
員
候
補
者
の
選
出 

　
　
事
件
ご
と
に
抽
選 

裁
判
員
候
補
者
名
簿 

　
　
抽
選
に
よ
り
決
定 

有
権
者（
選
挙
人
名
簿
） 
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南
信
交
通
災
害
共
済
に

加
入
を

○
ご
加
入
で
き
る
方

下
諏
訪
町
を
除
く
諏
訪
郡
、上
伊
那
郡
、

下
伊
那
郡
に
住
民
登
録
又
は
外
国
人
登

録
を
し
て
い
る
者
、
及
び
そ
の
扶
養
親

族
で
あ
っ
て
、
町
村
の
区
域
外
の
学
校

等
に
在
学
し
て
い
る
者

○
支
払
い
対
象
と
な
る
事
故

国
内
の
道
路
で
発
生
し
た
自
動
車
、
自

動
二
輪
車
、
電
車
、
バ
ス
等
の
車
両
に

よ
る
人
身
事
故
で
、
加
入
者
が
死
亡
、

け
が
、
後
遺
障
害
に
認
定
さ
れ
た
と
き

に
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

○
見
舞
金
の
額

・
死
亡　

百
二
十
万
円

・
け
が
の
場
合

　

基
礎
見
舞
金
二
万
円
に
、入
院（
二
日

以
上
）一
日
二
千
円
、
通
院（
三
日
以

上
）一
日
五
百
円
を
加
え
た
額
。（
二

十
万
円
が
限
度
）

・
後
遺
障
害

　

身
体
障
害
一
・
二
級
ま
た
は
、植
物
症

と
認
定
さ
れ
た
場
合　

四
十
万
円

　

身
体
障
害
三
級
と
認
定
さ
れ
た
場
合

三
十
万
円

○
加
入
方
法

一
年
加
入
は
一
人
三
百
五
十
円
、
途
中

加
入
は
一
人
一
ヶ
月
三
十
円
の
掛
金
で
、

掛
金
を
役
場
に
支
払
っ
た
日
の
翌
月
一

日
か
ら
責
任
期
間
が
始
ま
り
ま
す
。

未
加
入
者
で
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

役
場
総
務
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

加
入
の
一
斉
推
進
は
二
〜
三
月
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

○
見
舞
金
の
請
求

万
一
事
故
に
遭
わ
れ
た
ら
、
警
察
に

「
人
身
事
故
」
を
し
て
届
け
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
後
役
場
総
務
課
ま
で
事
故
報

告
等
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
交
通
事
故
で
ケ
ガ
等
さ
れ
ま
し
た
ら

忘
れ
ず
に
役
場
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ

さ
い
。

村
職
員
等
（　

）
内
は
旧
任

【
民
生
課
】

▽
住
吉
幹
子
（
浪
合
支
所
）

▽
浪
合
支
所　

近
藤
祥
子（
浪
合
授
産
所
）

人
事
異
動

〈
平
成
二
十
年
九
月
一
日
〉

知
っ
て
お
き
た
い

検
察
審
査
会

　

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら
ご
協
力
を
！

　

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
被
害
に
あ
っ
た

の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か

け
て
く
れ
な
い
。
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、
検
察
官
の
し

た
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査

す
る
機
関
と
し
て
「
検
察
審
査
会
」
が
あ

り
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
十
一
人
の
審
査
員
が

こ
の
審
査
を
し
ま
す
。
審
査
員
は
、
選
挙

権
を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
中
か
ら
「
く

じ
」で
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
い
つ
か
審
査
員
に
選
ば
れ
る

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
審
査
員

に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
、
国
民
の
代
表
と

し
て
こ
の
仕
事
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。長

野
地
方
裁
判
所
飯
田
支
部
内

飯
田
検
察
審
査
会
事
務
局

�
〇
二
六
五－

二
二－

〇
〇
〇
三

結
婚
式
が
あ
る
方
等
、
そ
の
他
裁
判
官

が
個
別
具
体
的
に
判
断
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

裁
判
員
に
な
る
に
あ
た
り
、
保
育
や

介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

も
出
来
ま
す
。

　

裁
判
員
に
な
っ
た
場
合
、
仕
事
を
休
む

こ
と
は
法
律
で
認
め
ら
れ
て
お
り
、ま
た
、

会
社
側
が
解
雇
な
ど
不
利
益
な
扱
い
を
す

る
こ
と
は
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
裁
判
員
に
は
、
交
通
費
や
日
当

が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

裁
判
員
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

等
は

　

長
野
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

　

�
〇
二
六－

二
三
二－

〇
七
四
六

　

教
育
委
員
の
宮
嶋
加
津
子
さ
ん
が
、
九

月
三
十
日
で
任
期
満
了
と
な
り
、
九
月
定

例
村
議
会
に
お
い
て
承
認
を
受
け
、
引
き

続
き
教
育
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
定
例
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、

委
員
長
に
塚
田
紀
昭
さ
ん
、
委
員
長
代
理

に
宮
嶋
加
津
子
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
の

改
選
に
つ
い
て

宮嶋加津子さん

塚田紀昭さん
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若
者
が
阿
智
村
に
定
住
し
て
い
っ
て
頂
く
た
め
に
、
住
宅
地
の
分
譲

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
分
譲
し
て
い
る
土
地
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

宅
地
を
お
探
し
の
方
、
住
宅
の
建
築
を
お
考
え
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　

阿
智
村
役
場　

総
務
課

　
　

定
住
促
進
係

　

�
０
２
６
５－

　

－

２
２
２
０

４３

　

�
０
２
６
５－

　

－

３
９
４
０

４３

E
-m
a
il

　
 
  
 
     info@

v
ill.a
chi.na

g
a
no.jp

     
 
     
      
 
 
     

■中関下分譲住宅地
1区画分譲区画数

〒395－0301　下伊那郡阿智村春日2422－9場 所

330.58m2　100坪分譲面積

水道・下水道完備設 備

随時募集期間

・申請時の年齢が50歳未満（夫婦の場合はどちらか一方でも可）の者
・住宅用地取得後、3年以内に定住目的の住宅建築に着手する者
・村が定める期日に土地代金の支払いができる者
・自治組織に加入していただきます。また地域活動に参加していた
だきます

・暴力団関係でないこと

分譲条件

7,500,000円（坪あたり7万5千円）分譲価格

・申込みは随時受け付けています。先着順となります。
・契約は3年以内に家を建てる条件で、買い戻し特約が付きます。
・住宅建設時には、その他水道、下水道の加入者負担金が必要になります。
・自治会加入金が必要になります。

そ の 他

中関下分譲地
区　画　図

位　置　図

■浪合  中の瀬分譲住宅地
2区画分譲区画数

〒395－0501　下伊那郡阿智村浪合　中の瀬地区場 所

Ａ  339.89m2（102.81坪） 　Ｂ  361.95m2（109.49坪）分譲面積

水道・下水道完備設 備

随時募集期間

・申請時の年齢が50歳未満（夫婦の場合はどちらか一方でも可）の者
・住宅用地取得後、3年以内に定住目的の住宅建築に着手する者
・村が定める期日に土地代金の支払いができる者
・自治組織に加入していただきます。また地域活動に参加していた
だきます

・暴力団関係でないこと

分譲条件

Ａ  2,364,630円　　Ｂ  2,518,270円　（坪2万3千円）分譲価格

・申込みは随時受け付けています。先着順となります。
・契約は3年以内に家を建てる条件で、買い戻し特約が付きます。
・住宅建設時には、その他水道、下水道の加入者負担金が必要になります。
・自治会加入金が必要になります。

そ の 他

Ｂ区画 Ａ区画 売却済 売却済 売却済 

浪合中の瀬分譲住宅地浪合中の瀬分譲住宅地 浪合  中の瀬分譲住宅地 

浪合  中の瀬分譲地
区　画　図

位　置　図
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木造建築科（修学期間１年）自動車整備科（修学期間２年）募 集 科 名

10名程度10名程度募 集 定 員

平成21年３月高校卒業見込みの者、高校卒
業者又は同等以上の者（高等学校卒業者以
上の年齢であれば応募可能）

平成21年３月高校卒業見込みの者、高校卒
業者又は同等以上の者（高等学校卒業程度
認定試験合格者）

応 募 資 格

①入校願（指定様式）　②平成21年３月高校卒業見込みの者は、調査書、その他の

者は高校卒業証明書等　③宛名を記入した返信用官製はがき
提 出 書 類

○職業適性検査　○面接　○学科試験（国語Ⅰ・数学Ⅰ）選 考 方 法

長野県収入証紙　2,200円入 学 審 査 料

平成20年11月４日（火）～11月18日（火）募 集 期 間

平成20年12月１日（月）選 考 日

平成20年12月８日（月）合 格 発 表

※1　募集人員は、定員20名から推薦合格者を差し引いた人数となります。
※2　定員に達しない場合は、募集期間を過ぎても募集することがあります。
※3　入稿願（指定様式）は、当校又は公共職業安定所にあります。
　　   なお、入稿願等が必要な方は、返信用封筒へ140円切手を貼付して請求してください。
　　   詳しくは、飯田技術専門学校までお問い合わせください。［担当：鎌倉忠一］

〒395－0823　飯田市松尾明7508－3　（TEL 0265－22－1067）（FAX 0265－22－4015）
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　当地域では、事業者・消費者団体などの関係団体・行政で構成する「南信州レジ袋削減推進協議会」が
7月17日に設立され、10月1日から「レジ袋辞退率を平成23年9月までに80％以上」とすることを目標
に、事業者・消費者（関係団体）・行政が一体となって、レジ袋削減に取組みます。
（※これは、長野県全体の取組60％を上回る南信州地域独自の取組です。）

平成21年2月1日からは、当地域15市町村の64以上の店舗が
足並みを揃えて、レジ袋の有料化に踏み切ります。

ノーレジ袋で「環境にやさしい生活様式」に目覚めましょう。

地球温暖化を防ぐために今すぐ出来ること、
それは、一人ひとりが生活の中の無駄をなくして、「環境にやさしい生
活様式」に変えることです。

その第一歩として、何気なくもらっているレジ袋を辞退しましょう。
買い物には、マイバッグ・マイバスケットを持参しましょう。

そして、「環境にやさしい生活様式」を意識し行動しましょう。
レジ袋削減取組の店ステッカー

南信州レジ袋削減推進協議会
　　　事務局　豊かな環境づくり飯伊地域会議（長野県下伊那地方事務所環境課内）
　　　TEL 0265－53－0434／FAX 0265－23－3393　　E-mail shimochi-kankyo@pref.nagano.jp

● 数字で見るレジ袋削減の効果
◇日本全体で年間305億枚（一人当たり260枚）　原油（原料＋エネルギー）55．8万KL

　　日本の年間原油輸入量である約2億4千万KL（02年）で比較すると、輸入量の1日分弱の原油がレジ袋

に使用されていることになります。

◇南信州では

　①年間約4千5百万枚（一人当たり260枚）　⇒原油（原料＋エネルギー）820KL

　　・ドラム缶　約4，100本分

　　・積上げると　3，698m

　　　　（富士山：3，776m）

　　・CO2排出量　275万kg

　　　　（1枚61g換算）

　②南信州の市町村は、約4千5百万枚（一人当たり260枚）のレジ袋を分別収集し、容器包装リサイクル法

のルートで再商品化しています。（処理費用の4％を市町村が負担）

　 　南信州からレジ袋をなくすことで、①、②を削減できます。（石油資源、市町村のごみ処理費）
　 原油輸送、レジ袋の製造・輸送・リサイクルの過程で発生するCO2を抑制することができます。

誰でも今すぐ出来るいいことづくめの「レジ袋削減」　小さく生んで大きく育てよう。
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 村村村村村村村村村村村村村村村村村ののののののののののののののののの健健健健健健健健健健健健健健健健健診診診診診診診診診診診診診診診診診ををををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけままままままままままままままままましししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょううううううううううううううううう村の健診を受けましょう
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～メメメメメメメメメメメメメメメメメメメメタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククククククシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドロロロロロロロロロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーーーーーーーーーームムムムムムムムムムムムムムムムムムムムにににににににににににににににににににに着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目ししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～メタボリックシンドロームに着目した健診～　

焼き玉ねぎのひき肉ソース焼き玉ねぎのひき肉ソース

【材料】4人分
玉ねぎ ……………… 中２個

油 ………………… 小さじ２ 

合い挽き肉 …………… 100ｇ

にんじん ……………… 1/2本

ピーマン ……………… ２個

だし汁（粉だしを溶かしても

よい） …………………… 50cc

砂糖 ……………… 小さじ２

しょうゆ ………… 大さじ1.5

【作り方】

①玉ねぎは、上下1～2cmを切ってみじん切りにする（A）。中央

の部分は、1cm<らいの輪切りにする（B）。

②にんじんは皮をむき、2mm厚さの輪切りにする。

③ピーマンは縦細切りにする。

④フライパンに油を引き、（B）の玉ねぎを入れ、蓋をして中火で

蒸し焼きにする。

⑤鍋にひき肉、（A）のみじん切りにした玉ねぎ、②のにんじんを

入れ、だし汁、砂糖、しょうゆを加えて火にかける。煮立っ

たらあくを取り、蓋をして桑らかくなるまで弱火で煮る。

⑥⑤が柔らかくなったら、片栗粉を水大さじ1で溶きとろみをつ

け、③を加えて火を止める。

⑦皿に④を並べ、⑥をかけてできあがり。

1人分　127Kcal　塩分1.0g

● ●　保　健　計　画　● ●
事　　　業月　　日事　　　業月　　日

ひよっこ教室12月  9日乳児健診10月28日
乳児健診12月16日3歳児眼科健診11月  6日
1歳6ヶ月健診12月19日ひよっこ教室11月11日
リハビリ教室毎週金曜日乳児健診11月25日
水中運動教室(基礎教室)毎週水・木・金曜日2歳児健康相談11月26日
水中運動教宣(目的別教室)毎週月・水・木・金曜日

　村では、今年度から高齢者の医療の確保に関する法律に基づいてメタポリック・シンドロームに着目した特定健
診を実施しています。村で行う特定健診は国民健康保険の40～74歳までの方を対象にしていますが、今年は昨
年より40名程多くの方が受診され受診率も24.3%から30.2%になりました。く表参照>
　又、健診後に地区別に開いた結果報告会には約8割という大勢の方が会場に出向いてくださり、個々に健診結果
をお返しすることができました。結果は、今後の健康管理にいかして頂
くようお願いします。

　尚、この特定健診の受診率の目標は国で、5年後(平成24年度)に65%
まで引き上げるよう示されています。この目標が遽成されないと村への
補助金が減額されることになり、皆様に負担して頂く保険料にも影響し
てきます。受診率を上げることは結果として大勢の方が健診を受けるこ
とになり、積極的に健康づくりをする方が増えることになります。今後
も多くの方に健診を受けていただくようお願いします。

特定健診
受診率受診者数対象者数
26.5％57215春 日
33.2％78235駒 場
34.9％103295伍 和
23.3％50215智里東
14.3％642智里西
36.6％49134浪 合
30.2％3431136計

★プールって楽しいな～きもちいいな～★
　「初めてこのプールに足を入れた時、思っていたよ
り温かく、心地の良い水温でほっとした。体を大きく
ゆったりと動かすと、自分の体がこんなにしっかり動
く事に驚いたし、嬉しかったなあ。」
　「プールでゆったり歩いて・窓からの景色や太陽の
光を浴びると、この後何をしようかな～という気持ち
になるんだに」
　「初めてブールに来た時は、顔に水がかかるのも嫌
だったのに、今では泳ぐ事が楽しくて孫にもおばあ
ちゃんすごい!っていわれるに」
★あなただけの、個別相談＋運動指導は　
　あんしん・あんぜん・いいあんばい!!★

　「運動なんてした事無いし、何をどのくらいしたら
いいのか分からない。って思ったけと、案外できるか
ら驚いたし、今度、旅行に行<ので、エアロバイクを
こいで体力と足腰を鍛えていこうと思ってるんだに」
　「気楽に、自分のペースでやりたいし、その日の体
調に合わせていろいろな運動種目から運動を選んでで
きるのは楽しい。好きなのは、エアロバイクやスト
レッチホールをしてからの超音波流水だけと、今度は
チューブ運動もやってみたいな。」
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長い２学期が始まっていますが、夏休みには中学生の体験入学があり、来年度への準備も始まる季節と

なりました。

１０月３日には、強歩大会が学校から極楽峠パノラマパーク折り返しの２８．８ｋｍに全校生徒がチャレンジ

しました。また今年度も、地域の方々のご協力を得て、『総合的な学習の時間』における保育園実習や施設

実習を実施しています。

中学生の体験入学（8月1日実施） 

全体会 体験授業 体験授業

野球部 女子バレー部 ソフトテニス部

強歩大会（10月3日実施） 

全員そろってスタートです。 パノラマパークの折り返しです。 ゴールではＰＴＡの豚汁で疲れを癒します。

村内の保育園や施設でお世話になっている『総合的な学習の時間』の実習 

いろいろとご支援ありがとうございます。今後ともよろしくお願いします。

体験入部もしました。
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　７月に第３４回長野県早起き野球ダークホース大会に

阿智村から伍和＆ドリームスが出場し優勝しました。

　また、同大会スポンサー主催のプラカードコンテス

トでも併せて優勝しました。

　この大会のＭＶＰに熊谷学さん（大鹿－松商学園

出）が選ばれました。

七久里工業団地用地
売買契約調印式

　９月９日に、村とＫＯＡ(株)が七久里の工業団地用

地の売買契約書に調印を行いました。

　本事業は、総面積３７，７１９�を工場用地に造成し、う

ち２８，６７９�をＫＯＡ(株)に売却、他は道路敷等に造成

しました。

　総事業費は約7億５，７００万円で、財源は国庫補助金・交

付税補てんのある合併特例債・下水道事業債などです。

早起き野球で
伍和＆ドリームス優勝

　９月１７日、統合阿智中学校改築工事安全祈願祭が多

くの関係者を招いて、統合阿智中学校建設予定地にお

いて行われました。

　統合阿智中学校は総事業費約２４億円で建設され、平

成２３年４月開校の予定です。

一斉のろし上げイベント

　飯伊の公民館長や歴史研究者でつくる「武田信玄の

ろし会」が９月２１日に、根羽村から高森町までの飯伊

１１カ所でのろしを上げる「南信州のろしリレー」を

行いました。

　阿智村では、城山の信玄のろし台からのろしを上げ

ました。

統合中学校安全祈願祭
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年金効果
年　金太郎

　

各
地
区
で
村
民
運
動
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
浪

合
地
区
は
小
中
学
校
運
動
会
と
合
同
で
、
晴
天

に
恵
ま
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
他
の
地

区
は
あ
い
に
く
の
天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
今
ま
で
に
増
し
て
大
勢
の
人
々
が
集

ま
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
か
つ
て
集
ま
り
が
悪
く
て
、
運
動
会
を
行
う
か
ど
う
か
が
話
題

と
な
っ
た
時
と
比
べ
る
と
雲
泥
の
差
で
あ
り
ま
す
。

　

村
民
の
み
な
さ
ん
が
自
分
の
生
き
て
い
る
地
域
の
あ
り
よ
う
、
地
域
の
人
と
人
と
の
交

流
を
大
切
だ
と
再
確
認
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
、
阿
智
村
の
地
域
自
治
活
動
が
全
国
的
に
も
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
や
民
放
の
テ
レ
ビ
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
し
、
全
国
か
ら
視
察
に
訪
れ
る
方
が
増
え

て
お
り
ま
す
。
自
治
会
の
役
員
の
方
は
大
変
で
す
が
、
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
何

が
大
切
な
の
か
を
、
み
ん
な
で
考
え
て
実
践
し
て
い
く
と
い
う
「
当
た
り
前
」
の
こ
と
を

行
っ
て
い
る
日
常
の
活
動
が
あ
っ
て
、
運
動
会
へ
の
参
加
者
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
も
と
思
い
ま
す
。

　

上
中
関
区
自
治
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
地
区
の
名
所
を
お
り
こ
ん
だ
「
上
中
関
音
頭
」
を

つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
地
区
の
み
な
さ
ん
の
共
通
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
こ
の
音
頭
は
語
り

継
が
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
が
地
域
の
将
来
を
考
え
な
が

ら
様
々
な
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。「
住
民
の
意
識
以
上
の
事
は
で
き
な
い
」
と
言
っ

た
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
住
民
の
み
な
さ
ん
の
願
い
や
行
動
が
、
阿
智
村
の

住
み
良
さ
を
決
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
村
議
会
議
員
の
改
選
の
年
で
す
。　
　
　
　
（
一
）

あ
ぜ
み
ち 

あ
ぜ
み
ち 


